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支
え
あ
い

  
私
た
ち
に

　で
き
る
こ
と



　認
知
症
と
は
単
な
る
物
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。い
っ
た
ん
正
常
に
発
達
し
た
知
能（
脳
）に

何
ら
か
の
原
因
で
記
憶
・
判
断
力
な
ど
の
障
害

が
起
き
、物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
る
な
ど
日
常
生

活
が
う
ま
く
行
え
な
く
な
る
よ
う
な
脳
の
病
気

で
す
。 認

知
症
と
は
？

　認
知
症
の
症
状
は
、本
人
は
も
ち
ろ
ん
、周
囲

の
人
た
ち
の
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
で
徐
々
に
進

行
し
な
が
ら
現
れ
て
き
ま
す
。た
と
え
ば…

●
同
じ
こ
と
を
何
度
も
言
っ
た
り
、聞
い
た
り

す
る
よ
う
に
な
っ
た

●
置
き
忘
れ
や
し
ま
い
忘
れ
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た

●
こ
れ
ま
で
の
日
課
を
し
な
く
な
っ
た

●
以
前
は
あ
っ
た
興
味
や
関
心
が
な
く
な
っ
た

●
時
間
や
場
所
の
感
覚
が
不
確
か
に
な
っ
た

●
物
の
名
前
が
出
て
こ
な
く
な
っ
た

●
さ
さ
い
な
こ
と
で
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た

●
財
布
や
お
金
、物
な
ど
を「
盗
ま
れ
た
」と
言

う
よ
う
に
な
っ
た

認
知
症
の
主
な
初
期
症
状

（
変
化
を
見
逃
さ
ず
に
）

「
昨
日
会
っ
た
あ
の
人…

　名
前
な
ん
だ
っ
た
か
な
？
？
」

　
誰
に
で
も
あ
る
物
忘
れ
。
で
も
そ
れ
っ

て
単
な
る
物
忘
れ
で
す
か
？
そ
れ
と
も
認

知
症
だ
っ
た
り
し
ま
せ
ん
か…

？

　
８
月
に
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
統
計

調
査
で
認
知
症
の
高
齢
者
が
３
０
０
万
人

を
超
え
ま
し
た
。
１
４
９
万
人
だ
っ
た
２

０
０
２
年
か
ら
10
年
間
で
倍
増
。
平
成
27

年
に
は
65
歳
人
口
の
10
人
に
１
人
が
認
知

症
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
場
所
で
安
心
し
て

生
活
を
続
け
る
に
は
さ
ま
ざ
ま
な「
支
え
」

が
必
要
で
す
。
今
回
は
そ
の
「
支
え
」
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

もし、あなたの身近な人が認知症に  なったら…
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新庄１、２丁目in

「
気
軽
な
気
持
ち
、日
常
会
話
で
普
段
通
り
に
」

　
認
知
症
高
齢
者
を
含
め
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。認
知

症
は
い
つ
誰
が
発
症
し
て
も
お
か
し
く
な
い
病
気
で
す
。今
私
た
ち
に
出
来
て
大
切
な
こ

と…

そ
れ
は
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
、い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　
９
月
８
日
㈰
、
市
で
初
め
て
認
知
症
高
齢
者

徘
徊
模
擬
訓
練
が
新
庄
１
・
２
丁
目
町
内
会
で

実
施
さ
れ
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
訓
練
で

は
徘
徊
高
齢
者
役
２
人
と
声
掛
け
訓
練
用
高

齢
者
４
人
が
町
内
を
徘
徊
し
ま
し
た
。
参
加
者

４
〜
５
人
１
組
と
な
り
、
声
掛
け
訓
練
用
高
齢

者
に「
ど
こ
か
ら
来
た
ん
で
す
か
？
」と
話
し
か

け
た
り
、
徘
徊
高
齢
者
役
の
人
を
発
見
し
た
場

合
、
警
察
役
の
人
に
電
話
し
、
警
察
役
お
よ
び

家
族
役
に
引
き
渡
す
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
模
擬
訓
練
の
前
に
は
新
庄
２
丁
目
集
会
場

で
認
知
症
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
寸
劇
を
見
て
声
掛
け

の
方
法
な
ど
を
事
前
に
学
習
し
ま
し
た
。し
か

し
、訓
練
で
は
な
か
な
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
な
か
っ
た
り
、誘
導
に
手
間
取
る
こ

と
も
。反
省
会
で
は「
思
っ
た
こ
と
が
言
え
な

か
っ
た
」と
い
う
声
が
あ
が
り
、普
段
か
ら
地

域
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、困
っ

た
と
き
に
は
助
け
合
え
る
関
係
を
築
く
必
要

性
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

声
掛
け
で
安
心・安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
に

『地域』で支える
　認知症にはアルツ
ハイマー型認知症、
脳血管性認知症など
いくつかの種類があ

ります。認知症は、薬などで進行を遅らせ
る治療法があります。また、高齢者のうつ
病は認知症と区別がつきにくい場合があり
ます。何かおかしいなと思ったり、周りで
気がついた場合は早めに相談してくださ
い。
　また、この病気は家族の介護負担が大き
いのも特徴です。そのため施設に入居した
り介護サービスを受けたりするわけです
が、それ以外に地域が連携して支える必要
があると思います。いち早く周りの人が気
づいて必要な情報を市や病院などに正しく
伝えることで、認知症高齢者にとって最も
良い療養環境を整えてあげられると思いま
す。地域が連携してみんなで支えるまちづ
くりがもっと浸透していけばいいと思いま
すね。

み
ん
な
で
連
携
し
て
早
期
発
見
、早
期
治
療

池田 太一郎医師
池田病院

キャラバン・メイトの皆さん
「認知症サポーター」の講師、研修受講者

住民からは、声掛けするのは難しいと
いった声が多く出ていたが、多くの人
がやさしく声掛けが出来ていたと思
う。ぜひ皆さんには「この人の命を守っ
てあげたい」そういう気持ちでいて欲
しいと思う。

参加者
の声

岡本　正さん　新庄 1丁目町内会長

いろいろ難しい場面があったが、うま
くいったと思う。こうしたことをきっ
かけに地域の皆さんが助け合えるよう
な町内会にしていきたい。

中尾　学さん

徘徊者をいざ見つけた時、少し構えて
声掛けをしてしまった。もしこういう
ことがあった時は、自然と声掛けが出
来るようにしていきたい。

池田 三千夫さん　新庄 2丁目町内会長

多くの人が参加してくれてよかったと
思う。出来ることは地域の皆さんで協
力していければいいと思う。地域のつ
ながりを大切にするためにも、毎年やっ
ていければいいと思う。

岩腰 三知子さん

実際にやってみないと分からない難し
さがあった。大変勉強になったし、貴
重な経験が出来たと思う。

捜索開始
1チーム　4～5人
＋フォロー役に
キャラバンメイト
で町内を捜索

作戦会議
地図を見ながらの作
戦会議。手分けして高
齢者の行方を探す。

声掛け訓練用
高齢者役の人を発見
とまどいながらも丁寧におば
あちゃんの話を聞き問題解決。

徘徊高齢者役の
人を発見
やさしく声掛けするが、会話
が噛み合わず。

対応に悪戦苦闘するも
なんとか警察役に通報

「
私
た
ち
は
こ
っ
ち
に
行
き
ま
す
。」

「
私
は
こ
っ
ち
を
探
し
ま
す
。」

「
分
か
ら
ん
」

「
お
名
前
は
？
」

　
　「住
所
は
？
」

「
今
、発
見
し
ま
し
た
。」

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

　
　ど
こ
行
く
の
？
」

反省会
「声掛けの仕方がうまくできなかった」「実際にこういう場面に遭遇
した時にきちんと対応できるかは不安」という声があがりました。
また、声掛け訓練用高齢者役の人からは「私に気づかず、通り過ぎて
行ったチームもあった。人の全身を見て判断することが大切」との意
見がありました。

①13:45

②14:00

③ 14：10

④14：30

⑤14：35

⑥15：00

　
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
辺
り
を
見
回
し
て
る
、

ボ
ー
っ
と
し
た
表
情
を
し
て
い
る
。「
あ

れ
？
も
し
か
し
て…

認
知
症
の
人
か

な
？
？
」そ
ん
な
人
を
発
見
し
た
ら…

。

あ
な
た
の
一
言
が
命
を
救
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。次
の
こ
と
に
配
慮
し
て
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

●
後
ろ
か
ら
声
を
か
け
た
り
大
声
を
出

さ
な
い
。▽
声
掛
け
は「
こ
ん
に
ち
は
」

な
ど
、ご
く
普
通
の
あ
い
さ
つ
か
ら
。

●
厳
し
い
表
情
、腕
組
み
を
し
た
り
上
か

ら
見
下
す
よ
う
な
目
線
は
Ｎ
Ｇ
。

あ
れ
？
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら…

そ
ん
な
人
に
遭
遇
し
た
ら



笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

　　
認
知
症
高
齢
者
は
確
実
に
増
え
る
の
が
現
状
で
す
。
も
し
あ
な
た

や
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
た
時
、
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う…

ど
う

や
っ
て
対
応
し
て
い
け
ば
い
い
ん
だ
ろ
と
不
安
に
感
じ
る
人
は
多
く

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
認
知
症
に
対
し
て
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
で
、
不
安
な

気
持
ち
が
軽
減
さ
れ
、
無
理
の
な
い
支
援
や
介
護
が
出
来
る
と
思
い

ま
す
。

　
私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
・
・
・
そ
れ
は
認
知
症
を
理
解
し
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
支
援
づ
く
り
で
す
。
一
人
で
は
で
き
な
い
と

き
、
家
族
で
も
で
き
な
い
と
き
。
そ
ん
な
と
き
に
周
り
の
温
か
い
支

え
が
必
要
で
す
。
思
い
や
り
を
持
ち
、
優
し
い
ま
な
ざ
し
で
支
え
合

う
こ
と
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ
の
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
で
の
絆
を
深
め
、
手
と
手
を
取
り
合
い
、
支
え
合
う
「
支
援

の
輪
」
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
支
え
あ
い
が
あ
た
り
ま
え
に
な
る
よ
う
に…

。

　
講
師
役
で
あ
る
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
」
が
地
域
や
職
域
、

団
体
な
ど
を
対
象
に
、
認
知
症
の
正
し
い
知
識
や
つ
き
あ
い

方
に
つ
い
て
講
義
を
行
う
学
習
会
を
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
と
呼
び
ま
す
。※
要
申
込

○
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　
講
座
を
受
講
し
た
人
が
『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
』
で
す
。

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
を
も
た
ず
、
認

知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
と
し
て
、
自

分
の
で
き
る
範
囲
で
活
動
し
ま
す
。

 

申
問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎
２
２
７-

６
０
６
７

認
知
症
を
理
解
し
、そ
の
人
が
出
来
な
い
部
分
を
補
う「
杖
」と
な
る

認
知
症
へ
の
不
安
、ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
！

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
！！

 ＜認知症サポーター＞　中黒 正人さん
　“認知症に対する考え方が変わった”講座を受講して思った率直な気持ちです。私の母は数年前に認
知症になり、外に出て行方不明なんてこともしばしば…。最初はどう対処してい
いか分からず、怒ってしまうこともありました。ただ、講座を受講したことで
認知症を正しく理解できました。認知症高齢者はこれからも増えると言われ
ています。こういった講座を通じて一人でも多くの皆さんが理解を深めて
くれたらうれしいです。

 ＜地域包括支援センター＞　池上 森彦さん
　認知症は本人やその家族だけの問題ではありません。家族の中に
は、他人には迷惑をかけられない、恥ずかしいという意識を持つ人
も多く、SOS ネットワークの利用を控える場合があります。認知
症になっても安心して暮らせるまちづくりの第１歩として、みんな

で認知症を正しく理解していきましょう。そして、1人ひとりが「認知症は自分たち
の問題」として考えていくことが大切だと感じます。

＜グループホームイエローガーデン金沢白山＞
大野 恵代さん
　私たちは認知症高齢者が自宅や地域で、安心し
て生活ができるようその支えになりたいと思って
います。認知症高齢者の数は年々増加傾向にあり

ますが、相談件数はまだまだ少ない状況です。皆さん悩みを抱えて
いませんか？ひとりで悩まないでください！また家族だけで抱えな
いでください！気軽な気持ちで困ったときはぜひ相談して欲しいと
思います。

家族の人へ・・・
事前登録しませんか？
①登録するには
「SOS ネットワーク事業登録申請書」に記入し、
地域包括支援センター窓口まで届出ください。申
し込みの際に、本人の写真も添付してください。
※担当のケアマネジャーに代理で提出いただくことも可能です

②行方がわからなくなったときは・・・
すぐに警察へ届出ましょう。
※日頃から近所の人にも声をかけておくことも大切です

事業所へ・・・
SOSネットワーク
協力機関として登録しませんか？
①協力機関になるには
「SOS ネットワーク事業協力機関登録申請書」に
必要事項を記入し、認定されることで「SOS ネッ
トワーク協力機関」として登録されます。
ステッカーを渡しますので、事業所入口などに
貼って PRしましょう。

　
高
齢
に
な
る
と
、
記
憶
力
・
判
断
力
が
低
下
し
、
道
を
間
違
え
た
り
自
分

の
家
が
分
か
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
事
前
に
届
出
を
し
て
お
く
こ
と
で
、
高
齢
者
が
実
際
に
行
方
不
明
に

な
っ
た
時
に
地
域
の
支
援
を
得
て
早
期
に
発
見
す
る
た
め
の
制
度
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
行
方
不
明
者
が
発
生
し
た
場
合
、
行
方
不
明
者
の
情
報
が
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
力
機
関
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ
ー
ル
で
送
ら
れ
ま
す
。

　
情
報
を
受
け
た
協
力
機
関
は
、
業
務
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
行
方
不
明
者

を
気
に
か
け
た
り
、
本
人
を
見
か
け
た
場
合
は
、
警
察
に
連
絡
し
ま
す
。
具

体
的
な
捜
索
活
動
を
依
頼
す
る
も
の
で
は
な
く
、
可
能
な
範
囲
で
の
協
力
、

情
報
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
連
携
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
い
き
い
き
過

ご
せ
る
よ
う
病
院
へ
の
か
か
り
方
や
認
知
症
の
家
族
へ
の
接
し
方
な
ど
、
認

知
症
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま

す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
見
守
り

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

市
認
知
症
相
談
窓
口

認知症についての講義や寸劇を行って、
認知症の人への対処の仕方などを詳しく説明

認知症相談窓口一覧
グループホームあんのん 新庄2-14 ☎246-7770

グループホームめいりんの里 下林3-280 ☎248-8200

グループホームレインボー１ 高橋町2-12 ☎246-5740

グループホーム新生 押野6-145 ☎246-5505

グループホームつばき・れんげ 蓮花寺町1-1 ☎294-3737

グループホームイエローガーデン金沢白山 柳町36-2 ☎275-9771

『連携』で支える

オレンジリング
「認知症サポーターの証」

7　広報野々市　2013．9月号 広報野々市　2013．9月号　6
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■ 拠点避難所開設運営委員会を開催
　市では、8 月より拠点避難所ごとの連携を強化するため拠
点避難所ごとに、地域リーダー、施設管理者、市職員が一堂
に会し避難所、避難経路および備蓄倉庫の確認や避難所の役
割について意見交換する連絡会を開催しました。
　10 月までに全ての拠点避難所で実施します。

　災害はいつ起こるか分かりません。その時に備え、市では毎年総合防災訓練を行っています。
今年は、富陽小学校下の 16 町内会の市民を対象に富陽小学校と野々市中学校で行い、過去最多
の 882 人が参加しました。
　野々市中学校では、新たな取り組みとしてＰＴＡ、教職員および生徒による備蓄食糧の炊き出
し訓練を行い、参加者は、各種訓練を通じて、災害に対する行動力を高めました。また、訓練中は、
市ホームページを大規模災害暫定ホームページへ切り替える訓練も行いました。 粟市長は「『いざ、
まさか』のときのために、訓練したことをふまえ、今一度、自分で何ができるかを考えて行動し
ていただきたい」とあいさつしました。

　
都
市
計
画
課
の
北
本
で
す
。

　
下
水
道
の
災
害
支
援
と
し
て
、
宮
城
県
の
名
取
市
役
所
で
勤
務

し
て
き
ま
し
た
。

　
震
災
復
興
に
際
し
、
国
か
ら
補
助
さ
れ
る
多
額
の
震
災
復
興
費

を
執
行
し
て
い
く
に
は
、
職
員
数
が
足
り
な
い
の
で
、
被
災
し
た

東
北
の
各
自
治
体
に
は
、
全
国
か
ら
多
く
の
職
員
が
交
代
し
な
が

ら
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
名
取
市
の
下
水
道
課
建
設
係
で
も
、
係

長
含
め
た
６
人
中
３
人
が
派
遣
職
員
で
し
た
。

　
現
在
、
地
震
に
よ
る
上
下
水
道
や
道
路
の
被
害
に
つ
い
て
は
順

次
復
旧
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、津
波
被
害
を
受
け
た
地
域
で
は
、

が
れ
き
は
撤
去
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
格
的
な
復
旧
は
こ
れ
か
ら
と

い
っ
た
状
況
で
す
。

　
東
北
の
状
況
は
、報
道
が
無
け
れ
ば
知
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、

年
月
の
経
過
と
と
も
に
震
災
の
記
憶
も
風
化
し
が
ち
で
す
が
、
津

波
で
家
を
無
く
し
た
多
く
の
人
々
は
、
今
で
も
仮
設
住
宅
で
震
災

の
現
実
と
向
き
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
い
ま
だ
に
続
く

余
震
に
負
け
ず
、
東
北
の
皆
さ
ん
は
、
よ
り
良
い
復
興
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
約
2
年
半
。

６
～
７
月
の
２
カ
月
間
、
被
災
地
支
援
に

市
職
員
を
派
遣
！

地域の防災力を
 高めよう！！

市 防 災
訓 　 練
８月25日㈰■ 拠点避難所

　食料、毛布などの備蓄物資があり、一定期間の避難生活
が可能。災害発生当初に開設する。
野々市小学校（☎248-0084 本町5丁目3−1）
本町４丁目、本町５丁目、白山町、太平寺
御園小学校（☎248-3201 稲荷4丁目128）
稲荷、野代、三日市町、三日市新町、二日市町、徳用町、長池、
郷町、御経塚、あやめ、あすなろ団地
菅原小学校（☎246-6066 菅原町20−1）
本町３丁目、住吉町、菅原町、菅原団地
富陽小学校（☎246-4380 中林5丁目70）
中林丸の内、藤平、新庄、粟田
館野小学校（☎248-0622 押野3丁目71）
本町１丁目、本町１丁目県住、横宮町、押野、丸木
野々市中学校（☎246-0115 三納3丁目1）
三納、位川、藤平田、藤平田２丁目、矢作
布水中学校（☎248-0039 押野2丁目100）
本町６丁目、若松町、押越
金沢工業大学（☎248-1100 扇が丘7−1）
本町２丁目、高橋町、扇が丘
石川県立大学（☎227-7220 末松1丁目308）
上林、中林、末松、清金
野々市明倫高校（☎246-3191 下林3丁目309）
下林、清金３丁目、堀内、堀内新町、田尻町、蓮花寺町、柳町

問い合わせ　環境安全課防災安全担当　　　☎２２７・６０５１

あなたの避難所はどこですか？ 1 年に 1 回は家族で確認しあいましょう

初期消火訓練（てんぷら油）

ＡＥＤ体験訓練

初期消火訓練（水消火器）炊き出し訓練（野々市中）

はしご車試乗体験 応急救護訓練

倒壊家屋救出訓練

野々市市　拠点避難所区域割
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8
月
18
日
㈰
ベ
ト
ナ
ム
で
ロ
ボ
コ
ン
（
※
ロ
ボ
ッ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
）
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
、
金
沢
工
業
大
学
が

日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
、
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
製
作
期
間
は
約
1
年
。
昨
年
夏
か
ら
学
生
た
ち
自
ら
が

設
計
を
組
み
製
作
。
改
良
に
改
良
を
重
ね
て
、
日
本
大
会

を
優
勝
し
、
世
界
大
会
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
努
力
の
成
果
を
と
挑
ん
だ
世
界
大
会
予
選
で
は
…
ま
さ

か
の
5
位
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
。「
フ
ィ
ー
ル
ド
の

環
境
が
日
本
と
違
い
す
ぎ
て
う
ま
く
ロ
ボ
ッ
ト
が
機
能
し

な
か
っ
た
」
と
部
員
皆
が
口
を
揃
え
ま
す
。
ま
た
、
ベ
ト

ナ
ム
会
場
は
完
全
ア
ウ
ェ
ー
、「
地
元
チ
ー
ム
の
応
援
が

凄
く
て
…
選
手
同
士
の
声
が
全
く
聞
こ
え
な
か
っ
た
」
雰

囲
気
に
飲
ま
れ
問
題
も
山
積
み
。
た
だ
ピ
ン
チ
の
時
に
こ

そ
「
今
出
来
る
こ
と
を
や
ろ
う
！
」
と
ビ
デ
オ
研
究
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
修
正
、
部
品
修
正
な
ど
全
員
が
各
々
の
役
割
を

全
う
。
絆
の
力
で
問
題
を
乗
り
越
え
る
と
、
優
勝
と
い
う

結
果
が
自
然
と
つ
い
て
き
ま
し
た
。　

21
日
㈬
に
は
金
沢

工
業
大
学
で
優
勝

報
告
会
が
行
わ
れ
、

設
計
を
担
当
し
た

リ
ー
ダ
ー
の
内
山
孝

太
（
3
年
生
）
さ
ん

は
「
日
本
代
表
と
し

て
、
ま
た
そ
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
で
も
み
ん

な
で
協
力
で
き

た
か
ら
こ
そ
優

勝
出
来
た
と
思

い
ま
す
。
チ
ー

ム
で
掴
ん
だ
勝

利
。
感
謝
し
た

い
で
す
」
と
笑

顔
を
見
せ
ま
し

た
。
ま
た
、
手

動
ロ
ボ
ッ
ト
の

操
縦
を
担
当
し

た
片
山
泰
伸

（
3
年
生
）
さ

ん
は
、「
自
動

ロ
ボ
ッ
ト
の

モ
ー
タ
ー
が
壊

れ
る
な
ど
、
問

題
が
起
こ
り
す

ぎ
て
…
解
決
す

る
こ
と
で
頭
が

い
っ
ぱ
い
で
し
た
」
と
苦
笑
い
。「
た
だ
起
こ
り
す
ぎ
る

問
題
に
技
術
者
と
し
て
す
ぐ
対
応
で
き
る
こ
と
が
大
切
だ

と
感
じ
ま
し
た
、
こ
の
経
験
を
今
後
に
活
か
し
た
い
」
と

将
来
を
見
据
え
ま
す
。

　
次
の
目
標
は
も
ち
ろ
ん
新
チ
ー
ム
で
挑
む
世
界
大
会
連

覇
。
そ
の
新
チ
ー
ム
も
現
在
も
う
始
動
中
。
挑
戦
の
先
の

栄
光
の
未
来
を
夢
見
て
、
学
生
た
ち
の
輝
か
し
い
今
後
に

期
待
し
た
い
。

※�

人
間
が
操
縦
す
る「
手
動
ロ
ボ
」と
、自
律
で
動
く「
自
動
ロ
ボ
」

が
協
力
し
て
課
題
を
ク
リ
ア
し
、
タ
イ
ム
を
競
う
競
技

　
運
命
の
瞬
間
は
突
然
訪
れ
た
。
目
標
に
し
て
い
た
こ
の
瞬
間
…
。

会
場
全
体
の
溢
れ
ん
ば
か
り
の
歓
声
と
拍
手
。そ
れ
に
応
え
る
べ
く
、

リ
ー
ダ
ー
は
高
ら
か
に
右
手
を
上
げ
、
喜
び
を
噛
み
し
め
た
。

悲
願
の

世
界
一
を
達
成

完
全
ア
ウ
ェ
ー
に
悪
戦
苦
闘

み
ん
な
で
協
力
、
み
ん
な
に
感
謝

目
標
は
世
界
大
会
連
覇

一
般
の
部

◇
市
長
賞

中
村
光
次
郎
（
書
）

「
般
若
心
経
」

◇
市
議
会
議
長
賞

大
島
朝
子
（
写
真
）

◇
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

木
村
幸
雄
（
工
芸
）

◇
市
文
化
協
会
長
賞

辻
清
治
（
洋
画
）

◇
市
美
術
文
化
協
会
長
賞

福
島
登
美
子
（
彫
刻
）

◇
北
國
新
聞
社
長
賞

宮
岸
伸
彦
（
日
本
画
）

◇
野
々
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

寺
川
惠
美
子(

写
真
）

◇
野
々
市
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞

大
西
敏
明
（
日
本
画)

　
8
月
30
日
㈮
か
ら
9
月
8
日
㈰
ま
で
、
情
報
交
流
館
カ
メ
リ
ア
で
市

美
術
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
市
の
美
術
家
た
ち
が
丹
精
込

め
て
作
り
上
げ
た
１
６
５
点
が
並
び
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）

◇
北
國
新
聞
社
奨
励
賞

水
元
麻
里（
写
真
）、城
政
太
郎（
写
真
）、

村
上
洋
支
（
洋
画
）、髙
桑
奈
美
（
書
）、

古
源
一
栄（
工
芸
）、下
田
昇（
日
本
画
）

◇
佳
作

山
口
浩
（
写
真
）、高
橋
賢
一
（
写
真
）、

綾
間
義
明
（
写
真
）、
中
村
春
男
（
彫

刻
）、
日
下
弘
吉
（
工
芸
）、
坂
本
長
松

（
日
本
画
）

◇
市
美
術
文
化
協
会
員
奨
励
賞

島
汀
胡（
日
本
画)

、卜
部
良
子（
洋
画
）、

得
田
一
（
写
真
）、
多
田
幸
史
（
工
芸
）、

津
川
千
亜
紀
（
書
）

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

◇
金
賞

木
戸
七
巳
、原
田
晃
輔
、水
島
加
央
瑠
、

野
水
実
栞

◇
銀
賞

新
町
亮
稀
、野
水
一
芽
、近
堂
憲
二
郎
、

井
上
照
瑛
、作
田
明
香
里
、林
優
里
亜
、

山
口
有
芽
子
、
新
町
洸
貴

◇
銅
賞

近
堂
壮
一
郎
、
秦
綾
希
、
林
美
慶
、
作
田

晴
海
、
林
颯
太
郎
、
西
野
瑠
己
那
、
林
寛

大
、
陸
絋
樹
、
岩
井
法
子
、
小
林
千
夏

　

市
敬
老
会
が
、
９
月
16
日
㈪
に
文
化
会

館
フ
ォ
ル
テ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

75
歳
以
上
の
３
６
５
４
人
が
対
象
で
、
そ

の
う
ち
１
７
７
６
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
「
久
し
ぶ
り
～
」
と
再
会
を
喜

び
合
う
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
粟
市
長
が
「
今
後
、
北
陸
新
幹

線
の
開
業
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

近
い
将
来
の
目
標
を
持
っ
て
、
元
気
に
過

ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
応
え
て
、
午
前
の
富
奥
・

郷
地
区
の
部
で
は
山
口
直
さ
ん（
三
納
）が
、

午
後
の
本
町
・
押
野
地
区
の
部
で
は
、
山

㟢
邦
昭
さ
ん
（
白
山
町
）
が
「
住
み
よ
さ

ラ
ン
キ
ン
グ
全
国
第
2
位
の
市
に
暮
ら
す

こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
こ
れ
か
ら
も
安
心

し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

協
力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

式
の
後
、
交
通
安
全
の
講
話
、
保
育
園

児
の
発
表
、
ワ
ン
ツ
ー
体
操
、「
東
京
大
衆

歌
謡
楽
団
」
に
よ
る
昭
和
歌
謡
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

美 の 競 演 　 第 ２ 回 市 美 術 展

本町・押野地区代表の山﨑さん

保育園児のダンス披露

市敬老会

準決勝ではベトナム２、決勝ではベトナム１に勝ち、初のロボコン世界一に輝く

凱旋帰国し、拍手喝采をうける選手達

ロボットのメンテナンスに余念無し
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〈問い合わせ〉
地域包括支援センター（市役所１階）
☎227−6067

介
護予防シリーズ

そ
こ
で
…

虐
待
が
起
き
な
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
は

◎
早
期
発
見
・
早
期
対
応

　
虐
待
は
家
族
や
地
域
の
人
、
介
護
保
険

関
係
者
な
ど
、
高
齢
者
に
関
わ
る
人
た
ち

が
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
虐
待
し
て
い
る
人
に
も「
介
護
が
大
変
」

「
精
神
的
に
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
い
る
」

な
ど
、
助
け
を
求
め
て
い
る
の
で
す
。

　
地
域
の
み
な
さ
ん
も
含
め
、
高
齢
者
虐

待
に
関
し
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
み
な
さ
ん
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
“
高
齢
者
虐
待
”
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

ス
ト
ッ
プ
！
高
齢
者
虐
待

8
月
16
日
か
ら
9
月
15
日

◇
８
月

19
日　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

21
日　
総
務
常
任
委
員
会

27
日　
教
育
文
化
常
任
委
員
会　
健
康
福

　
　
　
祉
常
任
委
員
会　
議
会
運
営
委
員
会

◇
９
月

２
日　
全
員
協
議
会　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
員
総
会

５
日　
第
３
回
（
９
月
）
市
議
会
定
例
会

　
　
　
開
会

６
日　
議
会
運
営
委
員
会

12
日　
定
例
会
（
一
般
質
問
・
質
疑
）

議
会
活
動

絵本の寄贈 市優良建設工事を
表彰しました

　
　
　
1
０
０
０
万
円
以
上(

税
込
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
分
入
札

■
25

−

28　
野
々
市
市
上
水
道
（
第
５
次

　
拡
張
）
事
業
１
号
水
源
さ
く
井
工
事

予
定
価
格　
３
８
０
１
万
円

落
札
価
格　
３
５
３
８
万
5
千
円

落
札
者　
㈱
ホ
ク
コ
ク
地
水

■
公
共
下
水
道
事
業　
汚
水
管
布
設
工
事

　
上
林
第
三
処
理
分
区　
第
１
工
区

予
定
価
格　
２
６
２
５
万
円

落
札
価
格　
２
３
９
４
万
円

落
札
者　
㈱
オ
ク
タ
カ
工
業

■
疋
田
御
経
塚
線
舗
装
修
繕
工
事

予
定
価
格　
３
６
９
６
万
円

落
札
価
格　
３
４
６
５
万
円

落
札
者　
㈱
金
沢
舗
道

■
本
町
新
庄
線
舗
装
修
繕
工
事

予
定
価
格　
５
４
８
１
万
円

落
札
価
格　
５
１
４
５
万
円

落
札
者　
沢
田
工
業
㈱

■
公
共
下
水
道
事
業　
新
庄
雨
水
幹
線
築 

　
造
工
事　
第
３
工
区

予
定
価
格　
1
９
１
１
万
円

落
札
価
格　
１
８
０
６
万
円

落
札
者　
拓
土
建
設
㈱

入
札
結
果

虐
待
か
な
…
と
思
っ
た
ら

　
日
常
の
中
で
、
怒
鳴
る
声
が
よ
く
聞
こ

え
る
・
お
び
え
て
い
る
様
子
が
あ
る
・
最

近
急
に
痩
せ
て
き
た
な
ど
、「
お
か
し
い

な
～
」と
思
っ
た
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
の
早
期
対
応
が
大
切
な
命
を
救

う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
と
は
…

○
身
体
的
虐
待
：�

叩
く
、
つ
ね
る
、
殴
る
、
蹴
る
、
縛
り
付
け
る
、
薬
を
過
剰
に

飲
ま
せ
る
な
ど

○
心
理
的
虐
待
：�

怒
鳴
る
、
悪
口
を
言
う
、
子
供
扱
い
す
る
、
恥
を
か
か
せ
る
な

ど

○
性
的
虐
待
：
不
要
に
性
器
を
触
る
、
裸
に
し
て
放
置
す
る
な
ど

○
介
護
の
放
棄
：�

髪
が
伸
び
放
題
等
世
話
し
な
い
、
空
腹
状
態
、
栄
養
失
調
状
態

な
ど

○
経
済
的
虐
待
：�

必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な
い
、
本
人
の
年
金
な
ど
本
人
の
意
に
反

し
て
利
用
。

H21 H22 H23 H24
在　宅 7 7 6 3
施　設 0 0 0 4

　平成24年度は老人保健施設や有料老
人ホーム等の施設における虐待の通報
が目立ちました。
　虐待内容としては在宅・施設共に身
体的虐待が多くなっています。

　野々市、松任、美川、鶴来のライオンズク
ラブから市立図書館に児童図書160冊が寄贈
されました。
　親子の読みきかせにピッタリの絵本がたく
さんあります。これからの子どもの読書活動
の推進に役立てられます。

　市内に本店または支店を置く建設業者の施工
技術の向上および育成を図るため、平成24年
度に完成した建設工事のうち、請負金額500万
円以上の工事72件の中から評定点の優れた２
件を表彰しました。８月26日市長室にて表彰
授与式を執り行い、市長より表彰状を授与され
ました。

《平成25年度野々市市優良建設工事表彰》
被表彰業者　有限会社コウセイ
工事名　　　稲荷線歩道改良工事
施工場所　　稲荷２丁目地内

被表彰業者　谷内工業
工事名　　　公共下水道事業　汚水管布設工事
　　　　　　末松処理分区　第10工区
施工場所　　末松２丁目地内0

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24

2

4

6

8

施設
在宅

高齢者虐待に関する勉強会

市の現状は？
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Topicsトピックス

広
告
欄

　6人の大学生が保育補助のアルバイトとして授業
が終わった夕方の時間を中心に青組（3歳児から5
歳児の異年齢クラス）で働いています。
　夕方のお迎えの時間帯に保育士が保護者とその日
の園児の様子などを話している間など、園児の動き
に目が行き届かなかったりしがちなのですが、大学
生が園児を見守ってくれています。園児は「お兄ちゃ
んせんせい」、「お姉ちゃんせんせい」にもすっかり
慣れ、夕方になると「今日は、お兄ちゃんせんせい
くる？」と心待ちにしています。図鑑を一緒に眺め
て解説したり、オセロゲームの相手をしたり、積み

木ブロックでお城や線路を作ったりもするのです
が、さすがに工業大学の学生だけあって、りっぱな
お城が完成します。
　6人とも石川県外の出身で現在はアパート住まい。
部屋に帰ればひとり。図面や数字相手の授業が終
わってから部屋に帰るまでのひと時を園児との関わ
りで潤し、将来自分が家庭や子どもを持つことの喜
びや楽しさも発見し、育児に対する理解も進むと思
います。また、園児も安心して遊べる「おにいちゃん・
おねえちゃん」からいろんなことを教わり、保護者
以外の大人との関わり方を学んでいるようです。

野々市検定
新しい発見があるかも！？野々市のことをどれくらい知っていますか？

正解は

ページ

第
１
問

第
２
問

第
３
問

Dreamsぼくの夢、わたしの夢
市の防災拠点避難所は全部でいくつ（平成25年10月1日
現在）？
A　7　　　　　　B　10
C　13　　　　 　D　16　

堀内の明治八幡神社。菅原神社と共に合祀した神社はどれ？
Ａ　田尻八幡社　　　　Ｂ　光松八幡神社
Ｃ　林郷八幡神社　　　Ｄ　稲荷神社

ロボコン世界大会で見事優勝した金沢工業大学。今年の世
界大会はどこで行われたか？
A　日本　　　　　　　B　アメリカ
C　ベトナム　　　　　D　トルコ

警
察
官
に
な
り
た
い

山
本 

翔
夢
く
ん   

館
野
小
学
校
1
年
生

ア
イ
ド
ル
に
な
り
た
い

川
合 

由
愛
さ
ん   

野
々
市
小
学
校
1
年
生

育メン養成中
和光第二保育園

31 18

921－8032

Book Review
おすすめの本

図書館お役立ち情報：旅行の前に、本で観光名所の歴史や見どころ、特産品等を確認しておくと、旅の充実感が倍に膨らみますよ。

● 子ども向け ● 大人向け

５つのりんごを、動物たちが食べ
て、１個ずつ減っていきます。初め
て数を覚える幼児だけでなく、しか
け絵本として、赤ちゃんも楽しめる
絵本です。

りんごはいくつ？
よねづ　ゆうすけ／作
講談社　

世代間交流とは、例えれば登山者と
下山者の交差地点のようなもの。シ
ニアだからできる、子どもたちに心
を伝える手段とは？厳選絵本 101点
をリスト化。

「読み聞かせ」に託すこころのリレー
「りぷりんと・ネットワーク」／編著
ライフ出版社　　　

● 今月の展示図書
『ひとり』をテーマに、図書や絵本を
集め、展示します。展示期間中は貸
出できませんので、予約をお願いし
ます。

● 今月のおはなし会
と　き：10月 12日㈯、26日㈯
	 午前 11時から
場　所：図書館１階　
	 児童図書コーナー

0、1、2 歳児のための
おはなし会

10 月 17 日㈭
午前 11 時から

野々市市立図書館	 〒 921-8815　野々市市本町 2丁目 14番 6号 
		  ☎ 248-8099
		  開館時間　10： 00〜 19： 00（土日は 17： 00まで）
		  休館日　毎週月・祝日

ジョ－モンまんじゅうを
限定販売します

　御園小学校では、毎年国指定記念物の御経塚遺跡につい
て各学年で勉強を進めています。その発表会を兼ねた御園
小学校バザー「みそのジョーモピア市」が下記の日程で開
催されます。
　今年の目玉はなんといっても “ ジョーモンまんじゅう”
金城大学短期学部美術学科の協力のもと、子どもの総合学
習の成果から生まれたシュールで面白いご当地まんじゅう
です。
　500 セットの限定販売なので、皆さんぜひご購入くださ
い！！

日　　　時　10 月 20 日（日）午前 11 時～午後 2 時
場　　　所　御園小学校

問い合わせ　御園小学校 PTA　☎ 248 − 3201※写真はイメージです

かがやく瞳
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自分の体力年齢を知ろう
体力・運動能力調査（高齢者の部）
　高齢者の体力と運動能力の現状を把握し、地域スポー
ツ活動に活かすことを目的に、65～ 79歳の男女を対
象とした体力・運動能力調査が9月 11日㈬に市民体
育館で行われました。
　43人の参加者は、上体起こし、握力、長座体前屈な
ど計 6つの種目を行いました。73歳の川岸忠次さん
は「普段から週2回健康クラブで体を動かしています
ので、それなりにうまく出来たかなと思います。」と流
れる汗をぬぐいながら、さわやかに話していました。

はじめよう、地球のためにできること
エコ博士認定～夏休みエコ作品コンクール～
　夏休みにごみリサイクル、自然環境、地球温暖化な
どの研究や工作に取り組んだ市内児童 87人が、エコ
博士に認定されました。作品の中には古着を使ったエ
コバッグやペットボトルを使った風鈴や牛乳パックを
使ったうちわなどがありました。
　認定された児童の作品は 9月 9日㈪から 13日㈮ま
で、小学校ごとに市内 5つの金融機関で展示されまし
た。訪れた人たちは児童の柔軟な発想に感心しつつ、
環境保全の大切さを改めて考えているようでした。

留学生とのふれあいの輪
野々市で広がる
第 26 回 JAPAN TENT
　「第 26 回 JAPAN　TENT ～世
界留学交流・いしかわ2013」が、
県内で開かれました。
　本市には、８月25日㈰から28
日㈬に19カ国21人の留学生が訪
れ、市内外の12家庭でのホーム
スティを通じ交流を深めました。
　留学生たちは、交遊舎でのウェ
ルカムパーティーやふるさと歴史
館での勾玉づくりを体験したり、
御経塚遺跡の復元された竪穴住居
などを見学したりと、笑顔の中で
ふれあい、有意義な時間を過ごし
ました。

まちの話題

皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの
情報を教えてください。
市民協働課（☎227−6056）

力を込めて「う～ん」と体を持ち上げる参加者たち

新しい発見やアイデアが詰まった児童の作品がずらり

ウェルカムパーティーで南京玉すだれに挑戦

折り紙で秋を彩ろう
おりがみランド
　9月 11 日㈬、押野児童館で折り紙教室が行われ、
小学 1～ 5年生の 10人が参加しました。
　まず先生の教えに従って、折り紙でとなりのトトロ
やきのこ、どんぐりを順番に作成していきます。児童
から時折「先生ここどうやって折るの？」といった質
問が飛び交うなど、みんな折るのに一生懸命。
　最後に、作った作品と紙のもみじやいちょうの葉を
のりで紙皿に貼れば、秋らしいリースの完成。満足そ
うな表情を浮かべる児童が多く見られました。

ドラマの魅力を聞く
ＮＨＫ公開セミナー「八重の桜」
　8月 31日㈯、文化会館フォルテでＮＨＫ大河ドラ
マ「八重の桜」のトークショーが行われ、ゲストに出
演者の髙嶋政宏さん、制作責任者の内藤愼介さんを招
いてドラマ制作の裏話などが語られました。
　髙嶋さんは「役のキャラクターをいかに引き出せる
か常に考えている」と話すと、内藤さんは「出演者そ
れぞれがいい味を出している」と笑顔を見せていまし
た。会場には熱心にメモをとるファンの姿も見られ、
拍手喝采で大盛況のうちに幕を閉じました。

市内名所を社会見学
のっティとのんキーＤＥ！野々市ふるさと探検
　子どもたちに市の歴史や野々市の魅力を知ってもら
おうと、８月 20日㈫に公共交通機関を利用しながら
ボランティアガイドののいち里まち倶楽部の案内で、
御経塚史跡公園など市内名所を訪れました。
　初ガイドとして参加した金沢大学 4年の梅木花奈子
さんは「子どもたちにどうやったら歴史を理解しても
らえるか一生懸命考えて案内しました。私も野々市出
身。ガイドを通しても勉強になりましたし、一層野々
市が好きになりました」と笑顔で話していました。

もう一度見直そう自転車マナー
高齢者自転車運転研修会
　8月 28日㈬、市交通安全協会が市と白山警察署と
協力して野々市交通公園で高齢者向けの自転車運転研
修会が行われました。高齢者の自転車事故の防止を目
的として市内老人クラブの 14人が参加し、手信号を
使っての走行や横断歩道、踏切の正しい渡り方などを
学びました。
　参加した坂井英子さんは「ルールはきちんと守って
いるつもりでしたが、ルーズになっている部分があり
ました。今後気をつけたいと思う」と研修を振り返っ
ていました。

約1時間、作品作りに没頭しました

会場には約450人のファンが詰めかけました

小中学生19人が野々市の歴史について学びました

中央のポールをよけてジグザグに走るのに一苦労
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いち
市内で活躍する人を紹介します。

編
集
後
記

野々市検定回答

　
「
実
は
私
、
鉛
筆
や
ボ
ー

ル
ペ
ン
字
が
下
手
な
ん
で

す
」
と
切
り
出
す
髙
田
さ
ん
。

少
し
で
も
き
れ
い
に
書
き
た

い
！
そ
ん
な
想
い
で
高
校
時

代
に
書
道
を
専
攻
し
、
学
校

の
書
道
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
の

が
書
を
始
め
た
き
っ
か
け
だ

そ
う
で
す
。

信
じ
ら
れ
な
か
っ
た

　

受
賞
の
連
絡
は
電
話
だ
っ

た
の
で
す
が
、
最
初
は
全
然

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

つ
い
つ
い
間
違
え
じ
ゃ
な
い

で
す
か
っ
て
言
っ
て
し
ま
っ

た
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
…
。

人
生
は
細
く
長
く

　

一
枚
の
作
品
を
作
り
上
げ

る
の
に
長
時
間
か
か
り
ま
し

た
。
納
得
い
か
な
か
っ
た
ら

や
り
直
し
…
。
集
中
力
を
持

続
さ
せ
る
の
に
一
苦
労
で
す
。

　

結
婚
、
育
児
で
数
十
年
間

書
く
の
を
休
ん
で
い
た
時
期

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は

続
け
て
来
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
モ
ッ
ト
ー

は
、〝
人
生
は
細
く
長
く
〟

継
続
は
力
な
り
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
…

　

健
康
で
い
て
、
ず
っ
と
書

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
は
先
生
に
自

分
が
書
い
た
書
を
添
削
し
て

い
た
だ
き
、
そ
れ
を
踏
ま
え

て
作
品
と
し
て
出
展
し
て
ま

す
。
私
は
ま
だ
文
字
の
形
に

こ
だ
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、

〝
文
字
を
書
く
の
で
は
な
く

言
葉
を
書
く
〟
と
よ
く
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
そ

れ
に
近
づ
け
る
作
品
が
出
来

た
ら
嬉
し
い
で
す
。

プロフィール
名前　たかた　れいこ
誕生日　9 月 11 日
出身地　金沢市　
野々市市在住は約 20 年
趣味　書道、パッチワーク
健康への秘訣　
野菜多めの食生活

髙田 令子さん
（新庄 1）

今月の
表紙
今月の特集は「支え」をテーマとし
た認知症について。これを一枚写真
でどう表現しようか…と考えた末に
たどり着いたイメージが手と手の重
なり合い。ただ、撮影は意外と難し
く、角度によっては重なりすぎて分
かりにくかったりと悪戦苦闘でし
た。最終的には上下左右、何枚も撮
り直し、その中から選んだ一枚です。

●
〝
認
知
症
は
治
ら
な
い
病
気
〟
と
思
っ
て
い
た
私
。
特
集

を
組
む
上
で
調
べ
て
い
る
と
〝
治
る
認
知
症
も
あ
る
”
と
の

文
章
を
発
見
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
に
池
田
先
生
に
質
問
を
投

げ
か
け
る
と
、
う
な
ず
き
な
が
ら
「
治
ら
な
い
っ
て
聞
い
た

ら
誰
も
医
者
に
行
か
な
い
。
治
る
っ
て
な
る
と
医
者
に
く
る

か
も
知
れ
な
い
。
認
知
症
は
治
ら
な
い
け
ど
、
区
別
が
つ
き

に
く
い
症
状
も
あ
る
の
で
、
気
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
相
談
が
必

要
だ
よ
」
と
や
さ
し
く
解
説
し
て
く
れ
納
得
。
疑
問
が
解
け

す
っ
き
り
し
ま
し
た
。�

（
Ｈ
・
Ｎ
）

●
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｎ　
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
～
い
し
か
わ
２
０
１
３
」
を
取

材
し
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
歴
史
館
で
の
勾
玉
づ
く
り
の
取
材

で
す
。
勾
玉
を
作
り
が
完
成
に
近
づ
く
と「
こ
れ
き
れ
い
？
」

と
声
を
掛
け
ら
れ
、「
き
れ
い
で
す
よ
」
と
返
事
を
し
ま
し

た
。日
本
語
で
の
問
い
掛
け
で
す
。後
で
担
当
者
に
聞
く
と
、

参
加
し
た
留
学
生
た
ち
は
、
皆
さ
ん
日
本
語
を
話
せ
る
と
の

こ
と
で
す
。
自
分
自
身
に
振
り
替
え
る
と
、
外
国
語
で
の
会

話
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
状
況
で
す
。
改
め
て
、
留
学
生
た

ち
の
語
学
力
に
感
銘
し
ま
し
た
。�

　
　
　
　
（
Ｙ
・
Ｋ
）

（問題は 14 ページ）

【第 1 問】Ｂ　10
平成 25 年 3 月の防災会議で地域防災計画を見直しました。
現在は 10 か所。詳しくは P8 − 9 を参照ください。

【第 2 問】Ａ　田尻八幡社
1907 年（明治 40）には、郷村の東にあった菅原社と田尻
の八幡社を合祀しました。

【第 3 問】Ｃ　ベトナム
8 月 18 日㈰にベトナムのロボコン世界大会に日本代表とし
て出場し、初優勝しました。

ののいちふれあい通信
8:00～8:30、18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch

ラジオ広報

テレビ広報

声で聴く「広報野々市」
問い合わせ 橋野 千恵子
（☎248-2521）

音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報野々市を録音したテー
プを作っています。また、地域ポータルサイト「ののいちタウン
情報局」でも、聞くことができます。目の見えない人だけでなく、
活字が読みにくくなったという人もご利用ください。

えふえむ・エヌ・ワン

金沢ケーブルテレビネット

ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～7:00、11:15～11:55、16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

古紙配合率100％再生紙を使用しています
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個人情報保護のため本人・ご家族の希望があったものを掲載しています

※住民基本台帳に記載されている数字です

H25.8.16 〜 9.13 受付分

■ 8月末現在の人口（　）は前月比
人　口	 50,211 人	 （＋ 39）
　男	 25,578 人	 （＋ 11）
　女	 24,633 人	 （＋ 28）
世帯数	 21,917 世帯	 （＋ 20）

■ 8月中の人の動き
　転　入	272 人
　転　出	272 人
　出　生	64 人
　死　亡	25 人
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で大賞を受賞
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　バス停で降り、ふと西の方を見ると境
内に大杉やイチョウなどの木が立ち並ぶ
神社を発見しました。
　この神社は明治八幡神社と言われ、起
源は717年（養

よう
老
ろう

元）。修験道の僧であっ
た泰

たい
澄
ちょう

が白山を開山した時に、宇佐八幡
（現大分県）の分神を祀って創建したも
のとして伝えられています。1907年（明
治40）には、郷村の東にあった菅原社
と田尻の八幡社を合祀しました。
　ちなみに菅原社の境内には菅原道真公

手植えのヒバの大木があり、金石沖から
日本海を航行した北前船の目印に役立っ
たと伝えられています。現在この跡地は
明倫高等学校の敷地内に含まれていま
す。（第二体育館の建っているところ）
　氏

うじ
子
こ

総代の澤村さんにお話しを聞きま
した。
　「小さいころは神社や川でたくさん遊
びました。いい思い出です。今でも散歩
がてら寄ったりしますが、ここに来ると
心が落ち着きますし、癒されます。」

明倫高校（中央ルート⑨、西部ルート⑳）

コミュニティバス「のっティ」に乗って、ぶらり市内探訪。

　平成12年に全面改装。昨年秋ごろは木のせん定がされ、境内が大変き
れいになっていました。これからの季節、色づいたイチョウの葉がたくさ
ん見られそうです。（バス停「明倫高校」から徒歩3分）

春と秋に祭りをしています。
10数年前から、子どもたち
は春にふれ太鼓を叩きなが
ら、町内を練り歩き、秋に
は子ども神輿を担いでいま
す。これをきっかけに子ど
もたちにも神社に親しみを
持ってもらいたいですね。

澤村　昭夫さん
案内人

明治八幡神社

切り株を何カ所か発見！

市民体育館が近くにあります

明
倫
高
校

のっティで巡る

ののいち探訪⑯


